
　
　
朝
鮮
史
の
栞
（
第
三
回
）
　
　
に
止
ま
・
る
本
篇
に
於
て
は
だ
豊
日
額
般
の
書
籍
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
み
説
か
ん
こ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
交
學
士
今
西
　
龍
　
朝
鮮
書
籍
の
蒐
集
の
最
も
多
大
な
る
も
の
は
朝
鮮
総
督

以
下
李
朝
史
ご
特
殊
の
題
目
に
關
す
る
も
の
を
説
明
す
・
府
に
し
て
内
地
に
在
り
て
は
東
京
帝
國
大
耳
、
帝
國
圖
書

べ
し
。
李
朝
の
研
究
に
は
先
づ
李
朝
歴
代
實
録
を
第
一
こ

な
す
も
巻
秩
浩
聖
な
る
が
上
に
朝
鮮
に
て
は
総
督
府
及
李

王
家
に
内
地
に
て
は
東
京
帝
翌
翌
學
に
所
藏
す
る
の
み
に

て
い
，
つ
れ
も
貴
重
書
羅
な
る
を
以
て
一
般
の
研
究
者
に
は

見
る
こ
ご
難
き
は
遺
憾
な
り
。
李
甥
後
期
の
史
料
に
至
り

て
は
毒
見
院
日
記
を
始
め
こ
し
諸
田
記
諸
謄
録
の
類
数
多

遺
存
し
現
今
朝
鮮
総
督
府
に
保
藏
せ
ら
る
（
大
正
二
年
乱

行
朝
鮮
総
督
府
墨
書
目
録
を
見
る
べ
し
）
歴
れ
奮
朝
鮮
官

府
の
作
成
せ
る
記
録
文
書
ζ
属
し
貴
重
中
の
貴
重
な
る
も

の
な
る
が
故
に
容
易
に
閲
識
し
う
べ
く
も
あ
ら
す
亦
普
通

の
研
究
程
度
に
乏
し
て
は
高
遽
に
す
ぐ
る
も
の
な
り
。
是

等
書
籍
の
多
く
は
朝
鮮
絡
督
府
調
査
勤
行
の
「
朝
鮮
圖
書

解
題
」
に
解
説
あ
り
就
て
見
る
可
し
。
今
研
究
の
栞
に
る

　
　
　
第
二
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
鶴
鮮
更
の
栞

館
、
大
阪
圖
書
濃
艶
な
る
べ
し
。
次
に
紹
介
す
る
書
籍
の

多
く
は
此
等
大
塁
上
館
な
ら
す
ご
も
閲
譲
の
便
あ
り
個
人

に
購
求
の
途
あ
る
も
の
な
り
。

　
　
　
第
穴
　
國
朝
寳
鑑
　
九
十
憲

　
李
朝
の
編
年
史
に
し
て
官
撰
な
り
。
撰
書
の
圭
旨
は
李

朝
歴
代
君
王
の
嘉
言
善
政
範
を
後
王
に
挙
る
べ
き
も
の
を

卜
す
に
あ
り
。
世
租
王
の
時
太
組
、
太
宗
，
世
宗
、
文
宗

の
四
賓
鑑
成
り
、
粛
宗
の
時
隈
隈
幌
糠
成
り
、
英
弛
の
時

粛
駐
車
鑑
量
り
馬
前
後
併
せ
て
六
王
の
寳
鑑
あ
り
し
を
、

正
紺
王
の
時
英
宗
寳
鑑
を
撰
す
る
や
、
更
に
十
二
王
の
寳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

鑑
を
撰
し
、
之
を
統
一
に
し
て
、
國
朝
寳
鑑
六
十
八
窓
こ

な
せ
り
賊
翻
盛
馨
。
其
後
憲
宗
丁
年
十
四
年
（
一
〇
◎
轟
し
◎
㌧
r
」
）
。
）

正
宗
、
純
瀦
、
丈
租
の
三
寳
鑑
を
撰
し
、
今
王
隆
煕
二
年

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
九
七
　
（
九
七
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
朝
鮮
更
の
栞

（
明
治
四
十
一
年
）
憲
宗
暫
宗
の
二
寳
鑑
成
り
、
合
せ
て
九

＋
窓
膝
行
せ
ら
れ
セ
リ
。

　
本
書
は
極
め
て
修
飾
せ
ら
れ
セ
る
李
朝
史
な
り
。
其
材

料
は
主
こ
し
て
各
代
の
實
録
よ
り
採
り
だ
る
も
の
な
れ
ご

其
諸
書
の
主
旨
よ
り
推
し
て
、
之
に
擦
り
て
事
實
の
眞
相

を
見
る
こ
ご
の
難
き
は
明
白
な
り
。
事
件
の
時
王
に
利
あ

ら
ざ
る
も
の
は
之
を
記
す
る
と
を
避
け
、
而
し
て
其
避
く

る
こ
ご
能
は
ざ
る
に
至
り
て
は
、
極
め
て
躰
裁
能
く
之
を

記
せ
り
〇
一
例
を
畢
ぐ
れ
ば
淺
見
倫
太
郎
氏
が
摘
示
さ
れ

し
如
く
、
仁
祓
王
五
年
丁
卯
の
大
難
を
記
す
る
に
、
正
月

上
幸
江
華
四
月
至
自
江
華
こ
し
、
丙
子
丁
韮
の
大
事
件
を

記
す
る
に
、
上
階
南
漢
山
城
上
躯
自
疲
弊
山
城
の
語
の
み

を
以
て
す
る
の
性
善
な
り
。
尤
も
斯
か
る
修
飾
は
自
習
官

撰
の
書
に
は
免
れ
難
き
弊
に
し
て
、
混
書
を
更
に
吏
料
こ

し
て
撰
み
し
史
籍
の
襲
踏
す
る
歓
識
な
り
こ
す
〇
三
國
史

記
な
ざ
に
も
此
類
の
も
の
少
か
ら
ざ
る
べ
し
。
爾
ほ
國
朝

野
鑑
は
群
山
発
光
海
丘
な
ざ
贋
位
の
王
は
之
を
有
せ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
九
入
　
（
九
八
）

本
書
は
上
述
の
如
く
記
事
一
方
に
極
偏
し
修
飾
あ
れ
ざ
も

太
羅
よ
り
哲
宗
ま
で
の
編
年
史
こ
し
て
先
づ
一
讃
す
べ
き

も
の
な
り
。

　
　
　
第
七
　
燃
黎
室
記
述
．

　
正
編
三
十
三
懇
寒
詣
七
憲
別
集
十
九
覆
め
り
○
正
編
は

太
測
王
代
よ
り
顯
宗
王
代
に
至
る
ま
で
績
編
は
粛
宗
王
代

の
記
事
陰
欝
躰
の
三
焦
な
り
G
各
王
代
に
就
き
て
其
故
事

本
末
を
黒
し
次
に
各
代
の
人
物
傳
を
附
載
す
。
別
集
は
李

朝
の
禮
樂
刑
政
制
官
職
等
各
王
代
に
分
芳
し
難
き
も
の
を

牧
む
。
本
書
は
約
四
百
種
の
野
史
随
録
上
記
文
集
の
類
よ

b
史
料
を
駅
家
し
、
原
文
の
儘
に
羅
列
し
、
其
出
典
を
注

し
、
「
遽
而
不
作
し
の
意
を
附
せ
り
。
實
に
李
朝
末
期
の
史

家
の
創
意
に
毘
で
、
彼
の
大
日
本
史
料
の
躰
裁
の
先
駆
を

駕
す
も
の
な
り
。
臨
書
稿
本
の
ま
、
世
に
行
は
れ
、
之
を

大
別
し
て
二
種
の
本
あ
b
、
一
は
著
者
の
初
稿
本
に
し
て
ゐ

他
は
誓
書
が
後
に
修
整
せ
し
本
な
り
、
外
に
此
二
本
よ
り

出
で
、
薯
爲
の
際
改
愛
せ
ら
れ
薫
る
が
霧
に
生
せ
し
異
本



数
秘
あ
り
○
朝
鮮
古
書
鋼
玉
曾
本
は
娃
良
な
る
修
整
本
に
　
　
　
簸
講
頻
数
な
り
し
を
以
て
文
献
激
失
し
た
る
も
の
多

属
す
。
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
惟
燃
黎
蜜
記
述
の
一
部
の
み
今
に
至
り
て
傳
へ
ら

　
撰
者
に
就
き
て
は
「
智
水
粘
筆
」
に
は
圓
蠕
李
匡
師
の
撰
　
　
　
る
』
以
上

ご
あ
れ
共
、
李
墾
融
点
悪
騒
磯
に
牧
む
る
圓
崎
の
墓
　
さ
て
斯
重
料
を
羅
凋
し
諸
家
覧
の
交
を
分
顯
轄
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
つ

誌
に
よ
る
も
、
燃
紮
記
述
修
整
本
に
附
す
る
撰
者
の
序
文
　
せ
る
史
籍
に
は
燃
黎
室
記
述
の
出
で
し
前
に
は
朝
野
倉
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
づ
　
つ
ロ
む

に
よ
る
も
、
圓
嬌
の
撰
に
は
あ
ら
ざ
る
が
如
し
。
朝
鮮
人
　
青
野
漫
輯
あ
り
、
此
書
ご
時
代
を
同
う
し
て
朝
野
輯
要
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
む
　
つ
　
つ

士
の
間
に
は
志
学
の
子
短
骨
端
の
撰
な
り
こ
の
説
あ
り
。
　
ト
・
雲
気
漫
録
あ
り
、
共
に
編
年
に
し
て
往
々
記
事
本
末
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
つ
　
つ
　
　

彼
の
修
整
本
序
文
よ
り
推
す
に
此
人
の
撰
な
る
べ
し
Q
朝
　
躰
を
交
ふ
、
其
他
朝
野
會
通
志
三
四
あ
り
、
皆
な
英
甜
正

鮮
総
督
府
調
査
編
纂
の
「
朝
鮮
浄
書
解
題
」
は
此
等
を
探
れ
　
胤
の
頃
に
成
れ
る
も
の
、
如
し
Q
燃
黎
室
記
述
は
其
最
も

り
。
発
出
の
総
記
は
右
圖
書
解
題
に
左
の
如
く
誌
さ
れ
把
　
優
れ
だ
る
も
の
に
し
て
、
朝
野
金
運
之
に
次
ぐ
○

り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
八
紀
事
類

　
　
『
李
肯
翻
字
は
長
卿
燃
書
室
ご
號
す
全
州
の
人
圓
蠕
　
　
霜
夕
景
宗
頃
ま
で
の
事
蹟
は
燃
黎
室
記
述
其
他
前
記
の

　
　
匡
師
の
干
な
り
英
輯
丙
辰
に
巫
れ
純
誼
丙
寅
に
妓
す
　
諸
書
の
如
き
梅
本
を
以
て
、
世
に
流
布
稀
な
ら
ざ
る
書
に

　
　
圃
嬌
の
交
章
ご
筆
名
は
一
世
に
冠
た
り
上
子
肯
…
刻
亦
，
よ
り
て
、
一
磨
の
調
査
を
な
す
こ
ご
難
か
ら
ざ
る
も
、
英

　
　
頴
下
人
に
絶
し
家
庭
の
學
を
受
け
著
蓮
甚
だ
富
む
少
　
宗
以
後
の
事
蹟
に
至
り
て
は
、
之
を
一
ご
纒
こ
し
て
記
せ

　
　
論
の
論
議
を
最
も
強
硬
に
主
．
棄
せ
し
爲
老
馬
局
に
當
　
る
も
の
な
し
。
其
こ
れ
あ
る
も
極
め
て
簡
軍
な
る
董
蒙
の

　
　
る
に
及
び
全
家
在
院
を
蒙
り
縁
座
し
て
仕
官
を
得
す
　
軽
科
書
類
に
過
す
。
漁
れ
こ
も
此
等
諸
王
に
は
紀
事
ご
名

　
　
　
第
二
奮
　
雑
纂
　
朝
鮮
史
の
栞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
號
　

九
九
（
九
九
）



　
　
　
第
二
巻
　
雑
纂
　
朝
鮮
史
の
栞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
襲
　

一
〇
〇
（
一
〇
〇
）

つ
く
る
書
あ
り
、
恐
く
は
大
官
世
家
に
棄
て
朝
報
の
類
よ
　
て
．
一
叢
書
こ
し
て
世
に
行
は
れ
π
る
も
の
に
あ
ら
す
。
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
つ
　
　

も
縛
証
せ
し
も
の
な
る
べ
し
、
必
ず
し
も
一
家
一
代
に
成
大
東
野
乗
の
み
は
朝
鮮
古
書
刊
行
會
に
て
列
澄
せ
り
。
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　

b
し
も
の
に
あ
ら
ざ
る
が
如
し
Q
余
が
柔
し
本
中
細
塵
紀
，
本
七
十
二
冊
あ
り
、
仁
顧
王
以
前
の
書
五
十
七
踵
を
輯
録

　事
の
み
は
紀
事
本
末
躰
に
し
て
稽
々
類
を
異
に
し
或
は
紀
・
す
。
逸
書
目
次
左
の
如
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
ご
歯
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
の
疑
あ
り
。
正
宗
紀
　
　
傭
齋
叢
話
成
侃
　
　
　
　
　
筆
七
難
記
徐
居
正

む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
タ

事
、
純
耐
紀
事
、
憲
宗
紀
事
み
な
編
年
泳
…
日
の
日
記
躰
に
　
　
秋
江
謹
話
南
孝
温
　
　
　
　
　
師
友
名
行
録
同
上

し
て
記
事
詳
密
に
し
て
實
録
の
躰
裁
を
備
ふ
。
惜
い
哉
正
　
　
護
聞
襲
鍵
盤
壁
皿
艶
繊
　
　
　
丙
辰
丁
已
録
任
輔
臣

宗
紀
事
の
外
傳
本
甚
だ
少
し
○
哲
宗
時
代
の
も
の
は
未
だ
　
　
稗
腐
難
記
礪
糖
桃
○
駅
　
　
　
已
卯
録
補
遺
安
智

見
π
る
こ
ご
な
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
由
説
林
昊
幣
　
　
　
海
東
樂
府
沈
光
世

　
　
　
第
九
　
小
説
随
筆
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
披
劇
談
李
陸
　
　
　
　
　
陰
崖
日
記
杢
将

　
李
朝
に
至
り
て
學
者
文
士
が
見
聞
を
録
し
意
見
を
吐
露
　
　
海
東
興
言
添
筆
　
　
　
　
　
官
事
録
績
集

せ
る
小
説
漫
録
の
類
多
く
毘
で
π
り
。
何
時
の
世
相
人
情
　
　
織
豊
傳
聞
録
　
　
　
　
　
龍
泉
談
寂
記
金
安
老

を
知
る
が
爲
に
二
讃
す
べ
き
も
の
少
な
か
ら
ず
。
其
記
事
　
　
難
天
遣
閑
録
沈
守
慶
　
　
　
石
潭
日
記
査
珂
　
　
∵

中
往
々
貴
重
な
る
史
料
あ
り
。
李
朝
末
期
の
人
に
し
て
此
　
　
己
丑
録
　
　
　
　
　
　
　
己
電
量
録

等
の
書
籍
を
叢
書
こ
し
牧
回
せ
る
も
の
亦
少
な
か
ら
す
。
　
　
海
斑
難
録
　
　
　
　
　
　
　
癸
甲
日
録
禺
蛙
傳

　
　
　
　
む
　
ぐ
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

倉
可
楼
外
史
、
廣
史
、
大
束
野
乗
、
叢
史
、
説
海
、
彙
藪
　
　
癸
未
記
事
　
　
　
　
　
　
時
政
非

等
あ
り
と
錐
是
れ
皆
な
個
人
が
牧
輯
私
画
せ
し
も
の
に
し
　
　
象
村
費
録
串
欽
　
　
　
　
　
働
蕪
雑
鎌
趙
慶
男



歴
代
要
請

光
海
朝
日
記

光
海
博
論
録

寄
齋
愛
冠
朴
東
亮

踏
吉
富
録
未
詳

崎
翁
漫
筆
鄭
銀
漢

、
聞
紹
漫
録
勢
國
馨

松
窩
難
説
李
蟹

月
汀
澄
録
タ
根
灘

清
江
瑛
語
李
漕
臣

逸
吏
記
聞

癸
亥
靖
魅
録

再
造
藩
邦
志
串
晃

凝
川
日
記

長
貧
胡
撰
タ
弾
献

寄
齋
更
草
同
上

寅
閣
離
記
李
延
馨

雲
岩
難
録
柳
成
龍

甲
辰
漫
録
同
上

松
漢
漫
録
櫨
廉
仁

梧
陰
難
説
勢
斗
講

丁
戊
録
黄
有
震

主
円
白
日
記
由
鰯
盈

獣
齋
日
記
安
邦
俊

混
定
編
録
鍍
辮
喚
り
歓
険
謝
繰
姥
蝿
鱒
喧
緊

柳
川
割
記
打
覆
灘
　
　
　
　
竹
窓
閑
話
李
徳
測

松
旧
記
異
腰
窓
洞
　
　
　
　
紫
海
筆
談
金
時
護

荷
潭
破
墨
録
金
時
譲
・
　
F
倍
漢
記
聞
同

以
上
五
十
七
種
轍
綿
躰
翫
珊
柾
鮒
醐
灘
蠕
惜
諦
臓
踪
剃

　
　
第
二
懸
　
雑
纂
　
朝
鮮
史
の
栞

　
叢
史
、
説
海
、
笹
藪
、
廣
吏
は
皆
数
年
前
白
鳥
博
士
が

朝
鮮
に
て
得
ら
れ
し
書
籍
に
し
て
今
東
京
帝
國
大
學
に
藏

せ
ら
る
、
こ
い
ふ
各
の
寓
本
一
本
づ
、
め
る
の
み
に
て
一

般
人
士
に
閲
覧
の
事
難
し
ご
錐
朝
鮮
の
小
説
野
乗
の
類
の

名
を
知
る
便
宜
を
計
り
て
各
叢
書
牧
韓
の
書
名
を
器
げ
ん

　
　
　
　

　
叢
論
　
　
爲
本
五
十
冊
…

海
申
東
甜
樂
府
…
’
稲
光
甦

生
齋
難
記
建
武
亮

明
選
録

澹
二
日
録

宋
門
記
述

溝
蝸
事
蹟

芝
湖
編
録

竹
泉
議
題

梅
翁
聞
録
、

鴬
三
遷
．

楓
巖
蝋
話

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號

　
牧
輯
書
名
次
の
如
し

乙
巳
愚
案

自
登
録
羅
禺
岬

豊
穣
君
日
録

公
私
見
聞
録

握
野
説
話

黄
江
問
答

賦
課
盤
憂

松
都
記
異
考

換
蔭
膳
蚕

棚
官
記
李
綜

左
渓
豪
談

一
〇
一
　
（
一
〇
一
）



第
ご
巻
　
　
諜
纂
　
　
粥
鮮
吏
の
粟

揮
里
志
李
下
換

我
々
録

荘
陵
載
録

邪
豪
富
義

　
　
　
　
ら

　
説
海
　
　
爲
杢
石
冊

東
業
師
友
黒
海
世
釆

漢
三
熱
善
録
李
徳
弘

牛
漢
年
譜
後
覆

牛
山
問
答
問
安
邦
俊

買
還
問
答
同
上

師
友
名
行
録
南
孝
温

乙
巳
録

眉
山
品
日
記
柳
希
暦

癸
甲
日
録
萬
性
傳

経
縫
講
義
金
宇
纈

破
睡
難
記
ヂ
新
遺

贈
丑
（
卯
」
記
事
バ
斑
上
ヵ
）

壬
聞
事
麟
等
邦
俊

蟹
説
荘
陵
誌

荘
陵
史
補
李
書
九

關
衛
彙
編

　
牧
輯
書
名
次
の
如
し

爾
先
生
門
人
録
同
上

浪飼

?
い
曇
ロ
行
録
金
誠
一

門
入
問
答
記
朴
汝
靴

師
友
鑑
戒
同
上

松
江
行
録
金
長
生

稗
官
難
重
出
叔
纏
　
晃

高
峯
論
姫
垣

東
漢
難
録
禺
伏
龍

松
素
建
説
李

柳
川
翻
記
韓
渡
謙

巳
丑
録
安
邦
俊

西
征
録
李
純

三
冤
記
事
同
上

第
一
號
　
一
〇
二
（
｝
〇
二
〉

陰
崖
蕪
記
李
將

遜
齊
日
記
衆
意

霜
露
難
録
弁
慶
男

象
村
彙
言
申
新

山
中
濁
言
同
上

戊
午
見
聞
録
李
廷
絶

蜘
謹
鋒
丁
三
筆

松
飾
記
異
李
徳
洞

龍
糸
面
寂
記
金
安
老

丙
丁
録

鳳
蕪
日
記
爾
麟

霧
湖
詩
話
彙
頚
管

以
上

　
ロ
　
　

　
彙
叢
　
　
十
五
冊
爲
本

錦
城
日
記

横
渦
事
蹟
栄
鰭
鋤

尤
庵
難
記
宋
暗
北

郷
兵
語
記
署

留
鳥
行
年
記
李
廷
醗

癸
申
銀

東
閣
散
録
鄭
怨
讐
き

晴
窓
軟
鍵
裂
上

春
城
録
同
上

疎
庵
言
行
録
李
鎮
力
）

績
玉
露
金
倫
窩

竹
窓
閑
話
同
上

露
盤
記
事

樂
全
面
駐
日
颯
淫
早

銀
毫
日
記

随
手
鋒
金
澄

巳
卯
撞
蹟
安
測
俊

朧
西
事
蹟
李
永
成

乙
巳
筆
写
録
盛
云
幽
憤
録

松
煙
筆
墨
稽
仁



自
沙
難
無
畜
恒
編

漢
陰
言
行
録
李
貴

沙
漢
語
録
三
時
烈

蒼
天
記
聞
同
上

沙
漢
縫
席
問
謝

野
史
配
本
李
櫃

弘
安
役
の
新
史
料
中
川
　
泉
三

　
文
永
十
一
年
元
の
來
冠
後
、
朝
廷
に
於
て
は
就
寺
に
懇

所
を
籠
め
さ
せ
給
ひ
し
が
、
一
方
幕
府
は
諸
國
の
御
家
人

に
兵
備
を
丁
丁
し
、
敵
の
再
憲
に
備
へ
し
用
意
周
到
な
る

而
麗
な
ら
す
、
翌
建
治
元
年
十
二
月
八
日
の
東
寺
文
書
に

よ
れ
ば
、
明
年
三
月
頃
黒
豆
を
征
伐
せ
ん
ご
攻
勢
的
準
備

を
爲
し
て
、
水
手
鎌
取
の
募
集
を
安
藝
國
の
守
護
に
命
出

し
を
見
る
。
其
文
書
三
浦
博
士
の
鎌
倉
時
代
更
に
記
載
あ

れ
ば
こ
、
に
は
略
す
。

　
か
く
諸
般
の
軍
備
は
着
々
進
捗
せ
し
間
に
幕
府
は
叉
朝

　
　
　
第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
払
安
目
の
新
吏
料

廷
の
如
く
合
を
下
し
て
異
國
降
伏
の
所
傭
を
爲
さ
し
め
π

り
し
な
り
。

　
去
秋
偶
予
は
我
近
江
國
犬
上
郡
敏
満
寺
誓
藏
丈
書
中
よ

b
こ
れ
を
徴
す
べ
き
左
の
史
料
を
得
π
り
。

り
異
國
降
伏
事
於
近
江
國
中
御
魂
藩
寺
趾
抽
丹
誠
可
致

愚
惣
所
語
之
由
可
被
相
鯛
候
依
御
執
達
如
件

　
建
治
元
年
九
月
十
四
日
　
　
　
　
武
藏
守
判
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
模
属
下

　
　
　
　
　
佐
々
木
壼
岐
入
道
殿
　
　
　
　
　
　
・

依
異
降
國
古
事
於
當
國
中
御
所
疇
所
書
脱
抽
丹
誠
可

被
懲
制
御
所
轄
之
由
去
九
月
十
四
日
關
東
歌
敷
書
案

被
乾
臨
任
被
仰
之
旨
可
合
所
見
給
料
但
異
國
事
相
鎭

ナ～

纈
ｷ
日
御
匙
…
薩
胴
無
熱
計
量
ハ
野
口
貝
湘
島
町
御
心
剛
か
A
可
被
上

可
令
懸
上
繭
東
候
也
恐
々
謹
言

　
十
月
七
日
　
　
　
　
　
　
左
衛
門
尉
公
綱
判

　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
一
〇
三
　
（
一
〇
三
）


